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篥 1　 緒 雪

舗 噺 究室鯲 て 嬢 ・ 2
・ ・餓 の 榮勤 研究 と・て 土騰 隼礁 讖 昆就 。 橢 す 。處

が あつ た が ・ 攤 告麒 の 績編 とし ・ 枇杷 を材靴 して 研究 を試 み た 。

眈 （F ”iebe’「ya ／ap ・ni ・ a
・・L … ？i，．）は蒲 醂 齷 科 の 1種で あ つ ・

、 南蠏 を驩 とす るカ、
’

我綱 に 隙 され て 鳳 永年改良せ られ 磯 多 の 娘 品繊 出 し．・iEii．｛Fasしく産駆 劬 し て ゐ

る 。

然 し槲 巳に つ ・ て 蠑 灘 的毓 ま舗 の 知 る限 りで ・蹴 多 くな嚇 堵鋼 蹴 い て の 文 髄
s・
’ る に 諏 2・ 3 畍 析褓 力‘讖 せ られ て ・ るの み であ る 。 ｛也嚇 面で は蘇 氏 。緲 ，果 ll、こ

整
・ 黼 力 ・試驗 隔 融 献 民・杜黼 蹴 ・ て 夫れ夫れ研究が あ、浦 肱 三 輪

兩氏は欄 果鮮 醐 の 噺 融 癬 鱶 ・・ 期 伽 獄 驗 ・ ・ ゐ ・謫 縦 黝 祉ヒ杷細 z
就 い て 鰍 糊 賈値 を概 鵬 よ 嚇 ・

、盃
… 種子 ・ 擁 齢 ・ ・・… 古 ・村紙 赤

井 邸 ア ミ グ グ リ ン 蠏 縫 劃 1し逝 くは小幡氏が ア ・ ゲ タ
ー
リ ・ a・・鳳 3 哦 分 輙 り臨 て

ゐ る 。

糊 鯲 け 敬 飆 緲 な い ・ 元 來枇杷鰥 洋方面囎 勲 で あ b 、 近 欄 く北米 、榊 1職 舞
地 旅 移蔽 見 た に 邂 な… T − ・ M ・s・砥 等は杜ヒ黻 ぴ 勘 驪 勍 鞭 蹴 、 、。 燃
「剛 紛 の 移動 を蹴 し・M ・ 1・… B ・ L ・氏 等晦 ・ 喋 箕 、驟 勅 炭水 化物蹴 き 、5（G 。、）、、u ，1

鰍 … ti・・ 脂購 ・ 關 ・ ・ 各報 告が あ ・ ・ ・ ・… s識 氏 ・特 ・ ・ 鞦 杷 の 嚇 の 勦 化駿 研究

し、見 るべ き結一M．一を報告 して ゐ る a

以 1槻 曝 し て瞰 鰯 酵 ・ 継 iの 蛹 に飆 究a ・見 るべ き もの は あ る が 諌 燃 勸
一
面 か ら

の 鍛 ある を競 す ・ 傘 曙 者はリキ磯 能 得 て ・姶 と ・ 」 1 ・ と・・就 い て 蹴 蜥 つ た 。
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第 2　 試 斜

試驗試 料 と して 3勲 選 ん だ ・ 枇杷嘩 年多 くの 糎 を出 し・ceしく産額が 勵 乢 て 來たが ・其 の

中最 も代表的 な物 と し て 改良種 の 茂木 枇杷と田 中枇杷 を用ひ た 。 前者 は長崎縣茂木産 の 物で あ り、

後者は兵庫縣淡路産で あ る 。 aSSI」・va在來種 を 1種用 ひ た。 茂木 種は現今各地 va栽培 6kLて 最 嵯 額

多 く、 品質 も最 も優れ て ゐる 。 田中種は枇杷の 中最 も大形で あ り、 稍酸味は多 い が 品質は 茂木種に

劣 らな い 良種で あ る p 在來種は改良以前 の 枇杷で あ り、 1枝當 りの 結賢數は多 い が 、 前 2 者に 比 べ

て は著 しく小粒で あ り 、 肉質は薄 く、種子 も大 き く、 價値は茜だ劣つ て ゐ る。 今以 上 3種 の 1個 當

りの李均重量竝ぴに 各部分の 割合 を示 せ は第 1表の 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　 1　　　 表

　　　　　　　　　　　　　　 枇 杷 の 各 部 割 合
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厂

93911

−1330

．7t

％

17．9817

．1310

．14

粒 の 大 き さ は 田中種最 駄 きく．　IEas種で は鞠 僅旅 10・ iC過 ぎぬ ・ 期 諏 卩ち可食部分は茂

木 、 閏輛 種共 70％を越 一 、在來種嚇 勺60％で あ り．從 つ て 廢勲 の 皮及 び種子の部分は前 2 者で

は 30％に滿 た弘 鯖 に 於 て は 40％燵 して ゐ る ・ 即 ち改良種 ρ可食部伽 な在來秘 嬾 當檜加 し

て ゐ る 。 〔

第 3　 分　析 　結　衆

　　茂爪 し騨 誰 來の 3種枇杷 は夫 オし知 し果 肉部何 食耡 、職 舐 及 び種子 の 3部分に 分け・果

　皮部及 び種子部 は通 風乾燥器 内で 50°C 以 下で 乾燥後、粉末 と し て 特に 茂木種 の もの に つ い て 常法

に 從 つ て 成分 々 析 を行 つ た 。 叉果 肉部分 に は 糖分多 く上 述 の 方法で は乾燥粉末困難 の 恐れが ある の

　で ． 先づ果 肉部分 を乳 鉢 中で 擂 り潰 し て ジ ヤ ム 樣均一試料 とし、口徑の 太 い 硝 子管で 適宜 量 宛吸ひ

　取 り、耕鮮な状態 の 儘で各成分 を定量 した c 共の結果は第 2 表の 樣で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　2　　　 表

　　　　　　　　　　　　　　枇　杷　 の　成　分　（新鮮 物 とし て ）
’

。

・

劉 水 … 　
1

画 ・ 分 綱 含水炭・ ．krviS化 糖

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

皮

肉

種
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茂
木

于　　　4325

　 　 　 86．12

　 　 　 ，88．56

11．75Q
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．79

0250

．320

．工2

1．蠶1LQ40

．38

％

2．320

．420

．52

38．4・i11

．279
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2．413

．157

，65 OP7
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o．442201
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．132AO2

。93
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　郎 ち茂木 、 田 中及 び在來の 3種共共 の 果 肉成分は新鮮物で は著 しv ・差異 を認 め難v ・
。 大部分は 水

分 で あ り共 の 量90％に 近 い 。 蛋 白質 は共 に少 なく、脂肪 は特に 少な い
。 糖量は 3 種共近似値 を示 し

て ・　
’H“さに は大 き鯱 鮒 れ ど欝 1煤 肉中 の 有機酸量1破 配 さるる もの と思 は る。 K 。。，A 識 氏

に 槲 Lば枇杷 は成熟に つ れ て 1・R の 果肉部に は f・uct ・・e，・・ ・… e 及 び m ・li・ ・cid 勵 冂し 、 91。c。、e

も稍増 し ・ maltose
・ tartaric　acid 及び amygdalin は殆ん ど無 くな り 、 citric 　acid は 初期に 稍増 す

が 成熟に つ れ て 減じ、 dextrin
，　starch ，　ce 】｝ulose

， 及び蛋白質等 も成熟に 從つ て減 る と。 徇種 子で

は 成熟 に つ れ て arnygda 】in
・ starch ， celiulose ，　he皿 icellulose等増加 し 、　maltose は減 る と い ふ 。

T 描 礎 rハ。M けSE ，、氏等 も伺牢兼の 結果 を示 して 居る 。 茂木枇杷が 田中枇 杷 i・c比 べ て 廿味が 多 い と云 A・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c5，）　
の は 、 後者の 酸 味が前者に 勝 るに 依 る もの と思はれ る 。 又鐵本氏 に依れば 枇杷 の 酸味成分 i−malic

’

acid は殺菌 力が 弱い と い ふ 。

　果皮部 の 水分 、 糖分 は共 に 果 肉部 よ り少なけれ ど、共 の 他 の 成分は 稍多 い 。

　
一般に 種予 に は脂肪 の 多 い の を瞥通 とすれ ど 、 枇杷の種 子に は特に少 な く、蛋自質 、無 窒素有機

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （B）

質多 く 、 殊に 後者に 冨む故に 高橋氏等は澱粉製造原料 と し叉鷄 の 飼料 の
一

部 と して 利 用．し得 る と述

べ て 居 る講 子中に ・ m ・gd ・li・・a・儲 す る ・ と齢 くか ら知 、れ た 事實 で あ る が 、 小徽 は 1k，

の 種 子 よ り142 の amygdalin を得 て 居 る 。

第 4　 枇杷 の ビタ ミン

　枇杷 の ビ タ ミ ン に就 い て の 研究は 著者の 知 る 隈 りで は 認 め な い よ 5で あ る 。著者等は ピ タ こ YA 、

Bl 及び C に 就 い て 動物 を以 て試驗 を斥
’
fつ た 。

　 1 ビ タ ミ ン A 言式馬僉

　　A ） 試 　驗 　方 　法

試料 と し て は 3種 の ：此杷り中最 も一般的 な茂木 枇 杷に 就 い て
、 共 の 果 肉部分 を用 ひた 。

動物箕験は 治療試驗 を行 つ た 。
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　試驗動物に は同腹 の 幼 白鼠 を用 ぴ 、先づ標準飼料で飼育 して 飼料に 馴れ させ た 後 1 次 の 如 き ビ タ

t ン A 缺 乏飼料 を輿 へ て 生育させ
一定成長後體重の 減少 と特有 の 翻嫉 發現程度に 到 ．らせ て 始 め て 試

料 を鮮物の 儘一定吊宛飼料以 外 に 與 へ て 治療如何 を見た ，、

　　 B ）飼　　　　料

　飼料 の 中標準飼料及 び ビ タ ミ ン A 缺乏飼料 の 配合割合は次 の 樣で あ る 。

ン

ン

ン

類

油
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鹽
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キデ
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無

オ

肝

料飼準標 682473061

　

　

　

　

0

ビ 4 ミ ソ A 缺 乏 岡料 デ キ ス ト リ ン

　　　　　　　　 精製 カ ゼ イ ソ

　 　 　 　 　 　 　 　 オ　リ　ザ ； 　ソ

　　　　　　　　 無 機 鹽 類

　　　　　　　　 加 熱 オ リーブ 油

計

682406

−

　

　

　

−

100

　ビ タ ミ ン A 缺乏飼料中の 精製 力 ぜ イ ン と加熱 オ リ
ーブ油 は次 の 如き力

鹽
法 に 依 つ て 調製 した 。

　市 販 カ ゼ イ ン 共 の 儘 で は そ の 中に 脂肪 とビ タ t ン A の 幾分 を含有 して 居る恐れがあ る の で ，市販

カ ゼ イ ン は之れに 約3倍容 の 95％ ア ル コ
ール を加 へ

、 4卍5時間加 熱を續け浸出 し て 後濾過 し 、 ア ル

コ
ー

ル で 洗滌 し乾燥後 、 復ま 3倍容 ア ル コ
ー

ル を加 へ て煮沸 し 、 同檬の 操作 を 4 ・− 5 回繰 り返 して

ア ル コ ール 濾液 に 脂肪 の 色 を示 さな くなつ て 始め て充分乾燥 し 、 次 に エ
ーテ ル で 2回 1叢夜 宛浸出

して 濾過 乾燥 し完全 に 脱脂 し て 精製 ヵ ゼ ィ ン と した 。 こ れ は 完全 tC ビ タ ミ ン A 及 び B を除 去 し て あ

る o

　加熱 オ リー ブ 油の 調製は 市販 オ リ
ー ブ 油 に は ビ タ 1 ン A 含有の 恐れ があ る爲 a リー ゾ 油 を 170〜

180°C に 5卍6時間加熱 し て完全 に ビ タ こ ン A 及び D を破壊 した もの で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛の

　無機鹽類 に 關 して は多 くの 甓驗者等が 種 々 の 配合割合 の もの を提出し て 居 る が 著者は ド田博 T
’t が

古 くよ り使 用 し て 簡便 且 っ 完全で あ る と認 め著者 の 研究室で 常ic用 ひ る次 の 如き紺成 の も の を 用

ひ た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「

　　食 　 鹽 Naq 　 　 6．5％ 　 乳酸 加 レ シ ウ za　Ca（C3H503 ）：
・5H2037 ．0

　　燐 酸 ソ ー ダ 　Na2HPO4 ・］2H20 　 10．0 　 　 　 　 枸 櫞 酸 鐵 　 　 　 　 　 　 3．0

　 　燐 酸 加 里 K2HPOg 　 　 3αO 　 　 　 沃 化 加 里 KI 　 　 　 α5

　　硫酸 マ グ ネ シ ウ ム MgSo4 ・7Hto 　　　　13．O

　　 C ） 試 驗　結 　果

　試驗動 物は ゼ タ ミ ン A 缺乏飼料で飼 育 し體重減少 し て ピ タ i ン A の 特イf症 吠を發せ しめ、第 i群

に は枇杷 の 新鮮果 肉5g宛 、第 2群 に は10g 宛 嗣料以外 に給與 し て 、其 の 治癒經過 を見 た 。 今 白鼠の

體 重表 を示 せ ば第 3表 、 第 1圖 の 様で あ る o

｛

｛

1
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第 1群第 2 群共缺乏飼料 に

て 飼育

，體重表は途中 よ り示 す。

「

・15 日
よ り

10910202623313849

罰

寓
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・6月 1日 よ リ第 1群 1號 に果

肉59宛給興
・6月8口 よ uJ　ge　1群 2Ut1：果

肉5g 、第2群 1號 に果 肉1Qg

宛給興
。6 月15 日 よ り第2群2號 i；果

肉 lo9宛給與 o

　以上 の 結果 よ り見 て 枇杷果 肉は 10gは 勿論 の こ と 、 59 で も充分 に 白鼠の ビ タ ミ ン A 缺 乏症歌 を治

癒 して 復 び標準成長 を遽げ る こ と を認 めた 。 元來 枇杷 果肉中に は カ ロ チ ン 色素の 存 在 を推定 し得 ら

れ 、 カ ロ チ ン 色素 は 生骰 内で ビ タ ミ ン A と同様 の 働 きをなす ことか ら考 へ て 、 上 に 示 す樣 な結果 を

得た と思ふ 。 而か も第 1群 （檢體 5g給與）が第2群 （檢鱧10g給與 ）よ り體重の 回復 早 く、成長逑度
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大 きくして 、檢體給與量 と反

對の結果 を示 して 居 るの は 、

前者 に屬す る白鼠が後者の そ

れ よ り體重が稍小 さい の に依

う もの で あ ら
「
）　．，

　今便宜一L各邂ンド均の軆重増

加量 を表示すれば第 4表 、 第

5表の 樣で ある 。

　即 ち檢體給與量5gの 場合で

も悔LmaZls均 の 體重檜 加量 10〜

11g で あ る 。 此 の 事 よ リ ビ Pt

ミ ン A 缺乏症 を治癒 して尚 ほ．

つ 毎邏 冫ト均 の 體重檜加量 3g

で あ る べ き枇杷果肉の 治癒最

少要求景 は5gよ り遙か に 少な

Vb こ とをク謂 つ た o

　　　 　　　　 第

コ
丿 ii≡鬟1籌飜
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／
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　第　 　 　 4　 　　 表
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｛
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番 　　號
治療開始時
體重　 c9）

試驗中止時
體重　 （9）

増 加 體 重

　 （9）
試 驗 期 間　　　　邇 準均壇加

　 （日）　　　　　體重　 〔9）

1　　 72 　 1 18・ i
2 104、5 181
　　　　　　　　　　 1

101765 配

55

11、49

．7

　 第　 　 　 5　 　 　 表

第 2 群 　檢 體 量 　10g

番　　號

nJ4

礎
開
饕 疆噸 幣 判

試 琶・騨
…　　 104

1　　　 118

i　　 　 工58
．
　 　 　　 162

54 　　　 　　　　　 　48

44 　 　 　 　　 　 　 　 　 41

邇夲 均増加
體 重 　 （9 ）

　 　 7，9

　 　 7．5

t
2　ビ タ 1 ン B1試驗

A ） 試 験 動 物

　 ビ タ ミ ン B1の 試 驗 の 際試 驗動 物 と し て 、普通 に は 鳩或 ひ は白鼠 を用ひ て 居る の で あ る が 、著者 の

　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ12

處で は古 くか ら下 田博 士 が 十姉妹 を以 て 豫 防試驗を 行 な ひ 、良妊 な結果 を得 て 居る 。 」冬の 飼育法 及

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tll）

び鬟驗法に 就 い て は伊藤民の 詳細な報 告が あるか ら此處 では省略す る。
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’
供 の D 　 　 　 ．　 ε65

　　　 B ） 試　　　　 料

　　試料 として 茂木 枇杷 を用 ひ た 。 先づ 果皮、種子 等を除 い て果 肉の み を集 め、此 れ を ガ ーゼ に 包ん

で緲 尉 陵 得て ・ 下記 の ビ タ 1 ・　 Bt缺乏飼料 100g・tc對 して 100cc
，
・150cc

，
・200。，， 宛aS加 し説 風

　乾燥髀 内で 50 °C 以 Fで 乾燥 し粉 末に して 飼料 とした 。 爾茂木 枇杷の 種子 の 乾燥粉末 に した もの を

　もビ タ ミ ン B ・缺乏飼料に 10％ 、 15％ 、 25％ の 割合に混じて 試驗 を行 つ た 。

　　　q） 飼　　　　 料

　　試驗飼料 と して 次 の 8 種 の 嗣料を調製 した。

　　 a ） 飼　育　飼　料

　 玄来ゐ9粉末 1： しずこもの o

　　 b） ビ タ ミ ン B ．缺乏飼料 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　 W 砂淘溌 白米粉 　87％ 　 精製 力 餌 ン 　 1。％

　 牡 蠣
’

粉　　　　3％

　　 c ）　試驗飼料第 1號 o

　　ビ タ ミ ン B1 缺乏飼料 10Qg 當 trJ　100ecの 枇杷 果 汁 fe添加 tfる觸料 。

　　 d〕　試驗飼料第 2號 。

　 ビ タ ミ ン

’
B 缺乏 飼料 100g 當 リ150ccの 枇 把果 汁 な添加ti ろ 飼料 。

　　 e）　試驗飼料第3號 。

　
ビ タ ミ ン B 鉄 乏飼騨 。09 當 り欺 の 枇杷 果汁 な 添加 tiる飼料 。

　　 の　試驗飼料第4 號 。

　
ビ タ ミ ソ B 献 乏飼料礪 子粉末 ts10Pt・ の geJel：tsろ姐 混髄 綱 料 。

　　 9）　試驗飼料第 5 號 o

　 ビ タ ミ ソ B1缺乏飼料 1：種子粉末怨 且5％配合 e ろ飼料 。

　　 h）　試驗飼料第 6 號 o

　 ビ タ ミ ン B 】缺乏飼料 に種子粉末 を25％ に 混合 tfろ 飼料 。

　以上 の 中混砂淘 洗自米粉 とは 、充分に 搗精 して 胚芽 を完全 tc除 い た混 砂米 を ， よ く淘洗 して 乾燥

後粉末 に し？e もの で ある 。

黻 於 例 よ ビ ・ e　 ・・A 試驗 の 踟 ・ ・嶼 し郎 の tt・11・1・（kた 。

　　 D ）　試　驗　結　二果

翊 宛 1籠つ つ に 入 れ た 櫛 妹は先づ 鵬 試駅 して 飼郁 辮 で 鴦，蕕 し瑚 綱 料（
−
cSSI イL させ た

彳細 遡 闘に して ・ 」・述 の b以
’
ゆ 綱 糎 伽 て 灘 折 ひ ， ＋職 の 生 存 暾 妣 較 した 。

Ai

共 の 結果 を示せ ば 第 6表で あ るo
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第　　　　6　　　 表

十 姉 妹 生 存 體 重 表 （2亳閉畳豊重：合言t）
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7月4 日よ vJ 本試驗 開 始 ．〜 朗 f

便宜一L 各群の生 存

數 を 表 赤 す れ ば 第

\

如 し
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十 姉 妹

存 H 數 表

1 丶 毒 ・ 捌

鰭 1第 ビ タ ミンB 缺乏 飼料 第 ・
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購L製群 第5 群 飼 料 第1號
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飼
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廴
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　　　 1 準均生存 日數

　　 11
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15 ｛ 　 以 ． E の結 果 より 見る に枇 杷 果 汁の 場 合 は 何 れ の群に於ても 甥 照に 比較 して 不 均

存H 數は 3 〜 4 口 の 延長 を 示 して居 るに 迥 ぎす 。
從つて果汁 中 には 少量 の ビタミンB1 を 含 有 する も の

思はれる 。 枇 杷 種
子

の 場 合 は 10 ％ 含量の 際 は 對 照 と 變はら す。 15

含有の
際
で 3 日 ・ 25 ％ 含 有の 場合で 4 日 の 生 存H 數 の 延長 を
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（久 保）　H本産食晶．の 榮養學的研究　（其の 1） ε67

　　3 ビ タ ミ ン C 試驗

　　 A ） 試　驗 　動　物

　 常法 に 依 つ て儺重200g内外 の モ ル モ ツ b を用ひ 、 以下 に 示 す 如き飼料で 飼育 し て 試驗に 供 した 。

　　 B ） 試　　　　 料

　 茂木 枇杷の 新鮮果 肉部分 を豫防試驗 として 59、 109 宛 、 治療試驗 として 159 宛毎 日飼料給興前に

與 へ て 試 驗 した 。

　　 C ） 飼　　　　 料

　飼 育試驗 の 際は普通 の 如 く豆 腐粕と新鮮野菓 とを毎 日適宜に 給與 した。

、本試驗 に際 して は次 の 如 き配合の 物を ビ タ t ン C 訣乏飼料 と し て 與 へ た 。

　　　押 麥 粉 末 　 　 　 　 　 54 　 　 　 　 　 オ リ ザ 昌 ン
・　 　 　 　 　 2

　　　カ イ V ン 　 　 　 　 25 　 　 　 　 　 無 機 鹽 類 　 　 　 　 　 4

　　　乳　　　　　　　糖　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　オ　リ　ー　ブ 　言由　　　　　　　　　　　　　10

　上 の 如 き混合飼 料と豆 腐粕 とを約孚分宛混ぜ た もの を以 て 飼料 とした 。

　髭 の 混合飼料の 中 、押麥粉末は次 の 郊 く し て 調製 した。 即ち市 販押麥 は一度よ く水 洗 し て 風乾し

次 に 乾燥器内で 100° C で 5〜6時聞放置して後粉末に した もの で ある。
カ ぜ イ ン は

．
瞥通 の 市販品其の

儘を用 ぴ ， 無 機鹽類は ビ タ 1 ン A試驗の 際用ひた配合の もの であ り 、 オ リーブ油は 局方品共の 儘で

加熱せ す 。 3く豆 腐粕 は毎 日高壓釜で 10〜151b、約30分闇加熱 した もの で ある。 か くして 充分 ビ タ こ

ン C 殘 存 の 杷憂 を除 い て 配合 した。

　　 D ） 試　驗 結 果

　豆腐粕 と新鮮野茱 との 給與に 依 つ て 飼育試驗 を行 つ た後 、 上 記 ビ タ ミ ン C 缺 乏飼料 に 依 つ て 本試

驗 を開始 し 、 第 1群に は 飼料 の 外 に 新鮮枇肥果 肉毎 日5g宛 、第 2群に は 10g宛を輿 へ て豫 防試驗を

行なひ 、 第 3群は對照 として ピ タ 1 ン C 缺乏飼料の みに て飼育し 、 體重減少 して ビ タ i ン C缺乏症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の
腴 を呈す る に 到 つ て 、 治癒試驗 とし て 毎 日 15g 宛 の 枇杷果 肉を給與し て 見た 。 其の 結果 をモ ル モ ヅ

トの 體重表で 示 せ ば次 の 如 くな
か
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　 8　　　 表

　　　　　　　　　　　　　　　 モ ル モ ツ ト 體 重 表

＼ ：
一群 ．劉i　第 　1　群 　　 第 　2 　群 　　　 第 　 3 　 群 　 ．

　　　＼ 黙料
．”．
1’一

　　　　　　　　果 肉 5g 　　 果 肉 10g 　l　對 照 缺 乏 飼 料 　1 備 　考　　　　
丶

＼ 別 1
日

附
＼
編 1 　 2 　 ・ i ・ 1516 ．

・

、月16日 12 。1 ： 214i219

1811195118 ブ 19。

釜 虚：　瀏 茎：
・・ 1212　 223 　 219

．　　 227　　　　　210　　　　　 207　　旨　　　194
．
　　 201　　

．
　　　190　　　　　　193　　　　　　198

．

　：：？1 　ニマ：　盡：i　蠶
　 233　　　　 214 　　　　 250

驗試育飼

2C）4　　 6月22H よ り
　　　 本試驗開始
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　即ち撞防試驗に 於 て 5g 給與

の 第 1群は或 る程度の 體重檜加

後漸次減少 の 傾向 を示 し て 來

て 、ビ タ ミ ン C缺乏 症を充分豫

防 し栂なV・ こ とが 知 られ る。

10g給與の 第 2群で も稍其の 傾

k31が あつ て 、 完全 とは云 ひ 得な

い 。 治癒試驗 の 際に 於け る 15g

給與の 第 3群で は回復著 し く早

く、軆重 も急 激 に 塘加 し て 、 治

療 に 充分な こ とを示 し て 居 る 。

今便宜上 各週軍均 の 體重増加 量

を表示 す る と次 の 如 くなる 。
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第　1　君￥…　　檢 　　體　　量　　59

番　　號
［ 卩

1
　
　

2｝

206213 215239

試
驪

時艫 1試験

轡 幽 蟹 判
試 ぞ，劉

96　

2

　第　　　　10　　　 表

第 2 群 檢 體 重 10g

口り

8

、
33

週夲均墸加瞳重
　　 （9）

　 　 　 L7

　 　 4．8

番 　　號
試驗開始時體重
　　 （9）

試験中止時體重

　　 （9）

34 2Zo231 　 　 245

　 　 294

　 第

第　3　群

塘 加 體 重

　　（9）

ゐ

お

試 驗 期 間
　　く日）

8833

週 ZF 均 i昏カロ體重

　　 （9）

11

封

表
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4．61L6

番　　號

567

試驗開始時體重　試驗中止時體重
　　 （9）　　　　　 （9）．

215228200 163218189

増 加 體 重

　　（9）

第 3 群

一52

− 10

−　11

試 驗 期 間 亅週弔均」曾加體重

　　（H ／　 1　　 （9）

第　　　　12　　　 表

　 治 療 試 驗 檢 體 15g

鎗

翅

詑

一16．5

−　 3．1

−
　 3，5

・ 馴
試驗

幣
體 重 鱸

饗
噛 増 加 體 重

　　（9）
試 驗 期 間 1 邁ZF

均壌加體重

　　k日）　 ｛　　 （9 ・

　　　 6　　　　　：　　　　 218 　　　　：　　　　 251 　　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　16．5

　　　・
．

18− 　… 　 旨 7
− 　 14 1 35．・

　從っ て 豫防試驗 と治療試驗 の 結果か ら、ビ タ ミ ン C 缺 乏症 を豫防治療す るに 要す る最少量は 10g

以 ．ヒ15g以 ドと思はれ る 。

第 5　總 括

　L　著者は改良種 の 茂木 、 田 中兩種及び 在來種 五種 ヴ） 3 種の 枇 杷に就 い て共 の 成分 を檢 した 。

　2・ 枇杷果肉部は 59で 充分 ビ タ ミ ン A 缺 乏症 歌 を治療 し得 られ 、 其 σ）最 少量は 尚5露以 ドで あ る こ

とをタ謂つ た （、

　3． ビ タ ミ ン B1は枇杷の 巣 肉部 、種予部共 少 量に 存す る こ とを知 つ た 。

　4． 枇 杷渠 肉 10g以上 15g 以 ドで 、充分に ピ タ こ ン C 缺 乏症 を豫 防治療 し得る こ とを知 つ た 。

　　終 りに 臨み 絡 始 御指導な受 けれ 所長下田 博士並 に 試料 の 提 供 に預 つ t：大 阪青果 會 雁 に謝意 な 表す る 。
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